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北
信
森
林
管
理
署
管
内
の
北
部
、
長

野
県
下し

も
た
か
い
ぐ
ん

高
井
郡
木き
じ
ま
だ
い
ら
む
ら

島
平
村
木き
じ
ま
や
ま

島
山
国

有
林
内
に
あ
る
「
カ
ヤ
の
平
・
高
標

山
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

カ
ヤ
の
平
は
、
上

じ
ょ
う
し
ん
え
つ

信
越
高
原
国
立
公

園
の
一
部
、
志し

が賀
高こ
う
げ
ん原
、
野の
ざ
わ
お
ん
せ
ん

沢
温
泉
及

び
秋あ

き
や
ま山
郷ご
う

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
自

然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
を
高
い
山
に
囲
ま
れ
た
標
高

一
、五
〇
〇
㍍
前
後
に
広
が
る
高
原
に

は
、
日
本
一
美
し
い
と
も
評
さ
れ
て
い

る
樹
齢
二
五
〇
年
前
後
の
ブ
ナ
の
原
生

林
や
シ
ラ
カ
バ
の
群
生
林
な
ど
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
総
合
案
内
所
、
牧
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
合
案
内
所
か
ら
三
十
分
ほ
ど
歩
い

た
場
所
に
位
置
す
る
「
北
ド
ブ
湿
原
」

は
、
初
夏
の
湿
原
を
覆
い
つ
く
す
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
落
が
有
名
で
す
が
、

ト
キ
ソ
ウ
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
ワ

タ
ス
ゲ
、
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
な
ど
の
貴
重

な
湿
原
植
物
や
様
々
な
高
山
植
物
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
高
地
に

位
置
す
る
た
め
、
独
特
の
植
物
等
が
見

ら
れ
、
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る
の
も

特
徴
で
す
。

　

湿
原
ま
で
の
遊
歩
道
は
、
ブ
ナ
の
原

生
林
の
中
を
東
コ
ー
ス
と
西
コ
ー
ス
が

あ
り
、
行
き
と
帰
り
で
別
々
の
コ
ー
ス

を
通
り
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
南
ド
ブ
湿
原
」、「
信
州
大

学
ブ
ナ
原
生
林
教
育
園
」
を
回
る
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
「
高
標
山
」
は
、
標
高
一
、七
四
七
㍍

で
カ
ヤ
の
平
の
南
側
に
あ
り
、
総
合
案

内
所
か
ら
二
時
間
ほ
ど
で
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
、
高こ

う
し
ゃ
さ
ん

社
山
、

岩い
わ

菅す
げ
や
ま山
な
ど
の
雄
大
な
眺
望
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

高標山山頂から高社山を望む

ご当地
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◆
所
在
地
（
総
合
案
内
所
）

　

�

長
野
県
下
高
井
郡 

木
島
平
村
大
字
上
木
島
木
島

山
国
有
林
内
（
営
業
期
間
：
六
月
上
旬
〜
十
一
月

上
旬
）
電
話
：
〇
九
〇
︱

八
〇
二
五
︱

四
二
八
八

◆
ア
ク
セ
ス

　

�【
公
共
交
通
】
JR
飯
山
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
五
十

分
。
ま
た
、
期
間
中
は
「
カ
ヤ
の
平
高
原
・
秋
山

郷
秘
境
シ
ャ
ト
ル
便
」
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
お

問
合
せ
：
信
越
自
然
郷 

飯
山
駅
観
光
案
内
所

　

電
話
：
〇
二
六
九
︱

六
二
︱

七
〇
〇
〇

　

�【
自
動
車
】
上
信
越
自
動
車
道
・
豊
田
飯
山
IC
か

ら
車
で
六
十
分

ブナ林と遊歩道

北ドブ湿原のニッコウキスゲの群落ジャコウソウ（上）　コオニユリ（下）


